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連合新潟ホームページアドレス 

▲

 http://www.jtuc-rengo.jp/niigata/　「齋藤会長＠ブログ」発信中！

11月の主な活動

	 5日	第24回年次大会

	 8日	土曜相談会
	 	第25回女性委員会総会
	 	第25回青年委員会総会

	12日	2015年度県予算に関する
知事要請

	19日	新潟大学講演

	20日	第1回四役会議

	22日	民主党県連との定期協議

	23日	ワークルール検定

	27日	第1回執行委員会

Ａ ：「休日振替」とは、就業規則等に定められている所定休日を、
あらかじめ所定労働日に振り替えることで、いわゆる休日の変更にな
ります。休日振替を行うには、①就業規則等に業務の都合で休日振替
を行う旨の定めがあること、②あらかじめ振替によって休日となる日
を特定することの２つを満たす必要があります。適法な休日振替であ
れば、従業員の同意は要しないとなっています。振り替えた勤務日に
休みが必要であれば、有給休暇等の取得が必要になります。事前に休
日となる日を指定せず、休日労働後に労働者の任意の日に休日を与え
る場合は「代休」となります。

Ｑ：会社から「来週の金曜日を休
みにする代わりに、翌週の土曜日を
勤務日とする」と言われました。基
本的には土日休みの仕事なのですが、
休日の振替に応じなければならない
のでしょうか？

　

大
会
に
は
代
議
員
・
特
別
代

議
員
な
ど
お
よ
そ
一
三
〇
人
が

出
席
。
大
会
議
長
に
は
石
田
善

紀
さ
ん
（
紙
パ
連
合
）、
與
口

篤
也
さ
ん
（
電
機
連
合
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
齋
藤
会
長
は
「
組

織
拡
大
」「
安
心
社
会
」「
社
会

運
動
」「
政
治
課
題
」
に
つ
い

　

一
一
月
五
日
、
新
潟
市
・
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
連
合
新
潟
第
二
四
回
年
次
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

て
あ
い
さ
つ
し
、
来
賓
と
し
て

ご
出
席
を
い
た
だ
い
た
連
合
本

部
、
新
潟
県
、
新
潟
労
働
局
、

新
潟
県
労
働
金
庫
、
新
潟
県
総

合
生
協
、
民
主
党
新
潟
県
連
、

社
民
党
新
潟
県
連
合
の
代
表
者

か
ら
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

審
議
事
項
で
は
、「
新
規
加

集団的労使関係の拡大に向けた
「1000万連合」の実現

　

連
合
は
、ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・

エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の
導
入
や

労
働
者
派
遣
法
の
改
悪
な
ど
、

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
改
悪
を

阻
止
す
る
た
め
、
九
月
二
五
日

か
ら
「
全
国
縦
断
ア
ピ
ー
ル
リ

レ
ー
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
ま

で
全
四
七
都
道
府
県
を
ま
わ
り
、

一
二
月
五
日
に
東
京
に
ゴ
ー
ル

す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

連
合
新
潟
で
は
、
こ
の
行
動

に
先
立
ち
、
一
〇
月
四
日
か
ら

「
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻

止
」
と
「
改
訂
最
低
賃
金
の
周

知
」
の
た
め
、
全
県
キ
ャ
ラ
バ

ン
街
宣
を
行
い
ま
し
た
。
各
地

協
役
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

県
内
各
地
で
訴
え
を
続
け
、
タ

ス
キ
リ
レ
ー
へ
の
気
運
を
高
め

ま
し
た
。

　

一
〇
月
二
一
日
、
連
合
福
島

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止
！ 

全
国
縦
断
ア
ピ
ー
ル
リ
レ
ー

「
残
業
代
ゼ
ロ
な
ん
て
許
さ
ん
ね
ぇ
て
！
」

「
つ
く
ろ
っ
て
！  

安
心
し
て
働
け
る
社
会
」

第285号� 2014.11.15

と
県
境
で
合
流
し
、
途
中
の
市

役
所
前
な
ど
で
、
合
同
で
街
宣

行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
タ
ス
キ
の
引
き
継

ぎ
式
を
県
庁
前
で
行
い
、
連
合

福
島
の
遠
藤
副
会
長
か
ら
タ
ス

キ
を
引
き
継
い
だ
齋
藤
会
長
は
、

「
労
働
者
を
守
る
最
低
限
の
ル

ー
ル
す
ら
も
変
え
て
し
ま
お
う

と
い
う
動
き
を
許
す
わ
け
に
は

い
か
な
い
」
と
、
労
働
者
保
護

ル
ー
ル
改
悪
阻
止
へ
の
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

　

県
庁
前
か
ら
は
実
際
に
走
っ

て
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
ア
ピ
ー
ル

リ
レ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
大
渕

健
新
潟
県
議
、
渡
辺
和
光
新
潟

市
議
、
加
藤
大
弥
新
潟
市
議
、

山
際
務
新
潟
市
議
の
ほ
か
、
労

組
役
員
の
皆
さ
ん
の
力
を
借
り

て
、
最
終
ラ
ン
ナ
ー
の
齋
藤
会

長
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
み
ん

な
で
新
潟
駅
前

を
ア
ピ
ー
ル
ウ

ォ
ー
ク
後
、
新

潟
駅
前
で
本
部

の
氏
家
会
長
代

行
、
塩
田
総
合

局
長
も
加
わ
り
、

雨
の
中
、
街
宣

行
動
で
力
強
く

訴
え
ま
し
た
。

　

タ
ス
キ
は
そ

の
後
、
新
潟
県

内
の
要
所
を
回

り
、
一
〇
月
二

四
日
、
無
事
、

連
合
富
山
に
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
厳

し
い
情
勢
は
続
き
ま
す
。
全
国

の
労
働
者
の
連
帯
で
、
労
働
者

保
護
ル
ー
ル
改
悪
を
阻
止
し
ま

し
ょ
う
！

　
　

＊�

県
内
キ
ャ
ラ
バ
ン
街
宣

の
様
子
は
連
合
新
潟
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。

特定（産業別）最低賃金が決定
　新潟県最低賃金が10月４日から715円となったことに続き、特定（産業別）
最低賃金の３業種についても審議がすすめられ決定しました。いずれも12
月中に発効予定となっています。

▼新潟県の最低賃金

適用の範囲 最低賃金額〔時間額〕
（対前年比） 効力発生日

新潟県内に働くすべての労働者
に適用 715円（＋14円） 2014年10月４日

▼特定（産業別）の最低賃金

適用業種 最低賃金額〔時間額〕
（対前年比） 効力発生日（予定）

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器
具、製造業（電球製造業及び電
気計測器製造業を除く）

822円（＋14円） 2014年12月28日

各種商品小売業（衣食住にわた
る商品を小売りする百貨店、総
合スーパー等）

773円（＋14円） 2014年12月21日

自動車（新車）、自動車部分品、
附属品小売業 827円（＋14円） 2014年12月20日

＊�適用除外業務および年齢など、最低賃金に関するお問い合わせは、
　連合新潟または、新潟労働局賃金室、最寄りの各労働基準監督署まで

盟
組
合（
特
別
参
加
組
織
）」「
二

〇
一
五
年
度
活
動
計
画
」「
二

〇
一
五
年
度
財
政
」「
役
員
交

代
の
承
認
」
に
つ
い
て
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
新
規
加
盟
組
合
の

亀
田
郷
土
地
改
良
区
労
働
組

合
・
和
田
委
員
長
よ
り
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
片
原
代
議
員
（
Ｊ

Ａ
Ｍ
新
潟
）
か
ら
は
、
加
盟
単

組
の
会
社
再
建
に
関
わ
る
行
動

と
し
て
、
県
央
地
協
か
ら
の
カ

ン
パ
支
援
な
ど
に
対
す
る
お
礼
、

橋
本
代
議
員
（
交
通
労
連
）
か

ら
は
、
新
潟
交
通
圏
ハ
イ
・
タ

ク
カ
ル
テ
ル
問
題
の
こ
れ
ま
で

の
経
過
、
今
回
の
審
判
請
求
棄

却
の
審
決
案
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
報
告
と
今
後
の
取
り
組
み

に
対
す
る
支
援
要
請
、
石
本
代

議
員
（
全
自
交
）
か
ら
は
、
秋

葉
区
の
タ
ク
シ
ー
会
社
の
組
合

主
導
に
よ
る
自
主
経
営
の
取
り

組
み
に
対
し
感
謝
と
今
後
の
支

援
の
要
請
が
あ
り
、
ま
た
来
春

の
統
一
地
方
選
挙
に
つ
い
て
渡

邉
代
議
員
（
電
力
総
連
）
か
ら

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

終
盤
に
は
、
退
任
さ
れ
た
笹

川
副
会
長
（
電
機
連
合
）、
女

性
委
員
会
総
会
で
退
任
さ
れ
る

加
藤
委
員
長
（
情
報
労
連
）、

そ
し
て
新
た
に
任
に
就
か
れ
た

梅
野
副
会
長
（
電
機
連
合
）、

加
藤
会
計
監
査
（
紙
パ
連
合
）

よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
最
後

に
齋
藤
会
長
の
「
団
結
が
ん
ば

ろ
う
」
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
同
ホ
テ

ル
内
に
お
い
て「
交
流
懇
親
会
」

が
開
催
さ
れ
泉
田
新
潟
県
知
事
、

篠
田
新
潟
市
長
、
菊
田
衆
議
院

議
員
な
ら
び
に
来
春
の
統
一
選

挙
推
薦
候
補
者
を
含
む
連
合
新

潟
推
薦
県
議
会
議
員
・
新
潟
市

議
会
議
員
を
は
じ
め
多
く
の
来

賓
を
迎
え
、
お
よ
そ
一
七
〇
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

機関紙（連合新潟）新年号のトップ写真を大募集 ！
あなたの撮った写真を連合組合員に届けます

新年にふさわしい写真を（例）富士山・瓢湖など
撮影場所・単組名・氏名を入れて
下記メールアドレスまでお送り下さい。

連合新潟アドレス　info@niigata.jtuc-rengo.jp
締 切：12月10日（水）まで
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連合新潟
執行委員

新潟県労働金庫 お問い合わせフリーダイヤル 0120-191-880
(受付時間：平日9:00～17:00)

21% 

29% 

50% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

芸術、  
読書の秋 

スポーツ、 
行楽の秋 

食欲の秋 

2015年度  青年・女性委員会役員
役　職

青年委員会 女性委員会

氏　　名 構成組織 氏　　名 構成組織

委 員 長 佐 藤 考 実 紙 パ 連 合 池田こずえ Ｊ Ｐ 労 組

副 委 員 長 山 田 隆 之 ＪＡＭ新潟 髙松由美子 日 教 組

　 塚 田 　 浩 自 治 労

事 務 局 長 吉 田 　 健 交 通 労 連 渡 邉 礼 子 自 治 労

事務局次長 高 橋 健 太 電 力 総 連 齋 藤 　 望 電 機 連 合

委 　 員 杉 田 芳 彰 情 報 労 連 菊 池 光 代 ＵＡゼンセン

小 林 貴 人 日 教 組 高 坂 潤 子 日 教 組

浅 山 哲 也 ＵＡゼンセン 羽 賀 　 恵 ＪＡＭ新潟

笠 原 大 貴 全 労 金 内 藤 　 香 電 力 総 連

百 瀬 拓 見 基 幹 労 連 高橋奈緒美 情 報 労 連

山 上 　 翼 Ｊ Ｐ 労 組 角 坂 香 里 基 幹 労 連

村 山 隼 人 電 機 連 合 本間沙央理 全 労 金

講師の山本執行委員長

新体制で活動スタート

連合新潟推薦候補者 選挙結果

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2014年11月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第285号

　私たち新潟高教組は、県立高校・中等教育学校（新潟市立3校含む）
及び県立特別支援学校に勤務する教職員を組合員とし、JR白山駅
前の高校会館に本部を置き、県内10支部、109分会・所属で構成
されています。私たち組合員の最大の使命は、義務教育を受けた子
どもたちを預かり、日々の教育活動を通じて、子どもたちが自己の
進路希望（進学や就職等）を具体的に実現していくために必要な支
援を行うことにあります。今高校現場には、教育費の重い家計負担
の問題があります。高校授業料については、一部無償化が行われて
いますが、部活動や修学旅行、副教材等にかかる多額の経費負担は
家計に依存しており、大学や短大への進学のために多くの子どもた
ちは「奨学金」という名の実質的「教育ローン」を利用し、卒業と
同時に数百万円ものローン返済を余儀なくされています。OECD
加盟34か国中、公教育に対する公費支出の対GDP比について、
2013年度まで日本は4年連続最下位でした。経済格差が教育格差
につながらないよう、日々現場組合員は休日返上で子どもたちの指
導に腐心する中で、新潟高教組は県教育委員会、また、日教組を通
じて政府に対して中等教育予算の拡充を求めています。連合新潟傘
下の組合員の皆様方、高校教育に対する率直なご意見・ご質問を新
潟高教組にどしどしお寄せ下さい。
　※「2014新潟高教組教育研究集会」風景� 書記長　遠藤  丞

3新潟県高等学校教職員組合
（日教組加盟）

　

連
合
本
部
が
主
催

す
る
「
10
・
29
労
働

者
派
遣
法
の
改
悪
阻

止
を
求
め
る
国
会
前

座
り
込
み
行
動
」
に

参
加
し
た
。
国
会
議

員
・
構
成
組
織
・
地

方
連
合
会
の
仲
間
約
七
五
〇
人
が

参
加
し
、
全
く
納
得
で
き
な
い
改

悪
案
に
怒
り
の
声
を
上
げ
た
。

　

国
会
前
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

見
学
に
来
た
小
・
中
学
生
が
目
立

っ
た
。
参
加
者
の
中
に
は
「
子
ど

も
た
ち
に
安
心
し
て
働
け
る
ル
ー

ル
を
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
！
」

と
熱
弁
す
る
人
も
。
私
も
「
わ
ん

ぱ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
子
ど
も

た
ち
と
関
わ
っ
て
き
た
の
で
、
な

10月度のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�私の「○○の秋」といえば？
　アンケートの取り始めの頃は３項目とも拮抗していた
のですが、秋が深まるに連れ、「食欲の秋」が抜け出し
た結果となりました。だんだんと寒くなり、温かい食べ
物が恋しくなってきますね。紅葉の見頃もまもなく終わ
りになるかと思われますが、深まる秋を楽しみ、冬の備
えをしっかりとしていきましょう。
　11月のHPアンケートは、残業代に関する話題です。
投票をお待ちしています。

土曜相談会 12月は13日に開催

女
性
委
員
会
・
青
年
委
員
会

　
新
体
制
ス
タ
ー
ト

被
災
地
を
訪
れ
、
交
流
と
学
び
を
深
め
る

　

一
一
月
一
日
～
三
日
、
連
合

本
部
が
主
催
す
る
「
東
北
の
子

ど
も
応
援
わ
ん
ぱ
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
in
福
島
」
に
、
新
潟
の
子

ど
も
た
ち
一
四
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
夏
に
新
潟
と
佐
渡
で
福

島
の
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ

て
交
流
し
ま
し
た
が
、
今
回
は

福
島
県
相
馬
市
と
南
相
馬
市
を

訪
れ
、
そ
の
地
の
文
化
と
被
災

地
の
現
状
を
学
び
、
絆
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

女
性
委
員
会
は
一
一
月
八
日
、

新
潟
市
・
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ

ル
で
第
二
六
回
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

二
〇
一
五
年
度
活
動
方
針
、

予
算
を
確
認
し
、
東
日
本
大
震

災
の
復
興
支
援
の
継
続
と
そ
れ

に
伴
う
予
算
案
も
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
総
会
で
、加
藤
委
員
長（
情

報
労
連
）
が
退
任
、
池
田
こ
ず

え
さ
ん
（
Ｊ
Ｐ
労
組
）
が
委
員

長
に
就
任
し
二
〇
一
五
年
度
の

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◇妙高市長選挙
投開票日10月26日

当選⑷　入村　　明 11,609票

◇見附市長選挙
投開票日10月26日

当選⑷　久住　時男 16,353票

◇見附市議会議員選挙
投開票日10月26日（定数17） ○は当選順位

当選⑸　佐々木志津子 1,342票⑦
当選⑵　木原　大輔 1,172票⑩

◇燕市議会議員選挙
投開票日10月26日（定数24） ○は当選順位

当選⑸　中島　清一 1,549票⑨

◇新潟市長選挙
投開票日11月10日

当選⑷　篠田　　昭 95,301票

連合新潟推薦候補は全員当選を果たしました。
ご支援、ご協力に感謝いたします。
ありがとうございました。

お
さ
ら
そ
う
感
じ
た
。

　

先
日
、
大
学
生
と
酒
を
飲
む
機

会
が
あ
っ
た
。「
内
定
を
も
ら
っ
て

は
い
る
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
だ
っ
た

ら
ど
う
し
よ
う
」
と
不
安
を
訴
え

る
若
者
の
話
を
聞
き
、
今
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
認

識
し
た
。

　

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
改
悪
反
対
、
最

低
賃
金
の
引
上
げ
に
関
す
る
周
知

活
動
、
ア
ピ
ー
ル
リ
レ
ー
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
私
た
ち
の
労
働
環
境
整
備
の

た
め
、
そ
し
て
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
、
今
後
も
力
強
く

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
！�

（
Ｏ
）

　

当
日
は
、
焼
き
物
作
り
体
験

や
「
相
馬
野
馬
追
」
に
ち
な
ん

だ
甲
冑
着
付
け
、
乗
馬
体
験
な

ど
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
被
災
地
の
見
学
で

は
、
高
さ
一
八
メ
ー
ト
ル
の
津

波
に
襲
わ
れ
た
東
北
電
力
原
町

火
力
発
電
所
を
は
じ
め
、
南
相

馬
市
内
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
。

被
災
当
時
の
現
状
を
記
録
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
、
新
潟
の
子
ど
も
た

ち
は
、
ま
さ
に
息
を
飲
む
よ
う

な
表
情
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 　

相
互
に
行
き
来
し
て
交
流
と

学
び
を
深
め
た
子
ど
も
た
ち
が
、

自
分
の
体
験
を
周
り
に
広
め
て

い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

つ
つ
、
今
回
の
交
流
を
終
え
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
講
師
に
、
に

い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
山
本
暢
子
執

行
委
員
長
を
迎
え
「
一
人
で
悩

ま
な
い
で
・
に
い
が
た
ユ
ニ
オ

ン
に
寄
せ
ら
れ
る
労
働
相
談
」

の
演
題
で
学
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

同
日
、
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
青
年
委
員
会
第

二
六
回
総
会
を
青
年
委
員
と
構

成
組
織
の
代
議
員
な
ど
計
五
二

人
が
出
席
し
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
議
長
に
佐
藤
栄

二
さ
ん
（
自
治
労
）、
資
格
審

査
委
員
に
高
橋
健

太
さ
ん
（
電
力
総

連
）、
議
事
運
営

委
員
に
山
上
翼
さ
ん
（
Ｊ
Ｐ
労

組
）
を
選
出
し
進
行
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、佐
藤
考
実
委
員
長（
紙

パ
連
合
）
か
ら
は
、
青
年
女
性

合
同
研
修
会
や
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

の
展
開
な
ど
各
種
活
動
へ
の
参

加
な
ど
に
対
す
る
お
礼
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
二
〇
一
五
年
度
の

活
動
で
は
さ
ら
に
参
加
者
が
増

え
る
取
り
組
み
を
行
う
た
め
、

代
議
員
皆
さ
ま
か
ら
様
々
な
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
。」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
二
〇
一
四

年
度
活
動
報
告
と
二
〇
一
五
年

度
活
動
方
針
お
よ
び
予
算
が
賛

成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
の
選
出
で
は
、
佐
藤
考

実
委
員
長
の
再
任
と
役
員
6
人

の
交
替
が
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
最
後
に
は
、
佐
藤
委
員

長
よ
り
力
強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
を
行
い
新
年
度
の
青
年
委
員

会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。


